
【効果】
・住民:手続き時間の短縮、窓口移動回数の軽減
・役所:業務の効率化、サービスレベルの標準化
・書かない、待たない、回らない（ワンストップ）窓口
サービス実現の基盤に

【参考】
・新潟県内初の導入
（北海道北見市が先導「書かないワンストップ窓口」

その他、岩見沢市、埼玉県深谷市など）
・事業費:約1,700万円
・財 源:デジタル田園都市国家構想交付金（1/2）

※地方負担分(1/2)も新型コロナ臨時交付金を充当
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②関連手続きの自動判定、手続き案内と
市役所内でのシステム情報共有
⇒各課窓口への案内・引継ぎ

①既存の業務システムに
上乗せの仕組みとして構築

住民異動届など

③申請書様式をシステムに登録し、
住民異動届や各種申請書をシステム
から作成・印刷

○市役所窓口での手続きにおいて、面倒な手書き
（氏名・住所・生年月日・家族情報など）を大幅に削減
○手続きや待ち時間の短縮を実現
○手続き一覧のシステム発行、市役所内でのシステム情報共有
により、申請漏れを無くし、他課への手続きを円滑に引継ぎ

住民異動に伴う手続きに新システムを導入!住民は市役所窓口に相談(迷わない)、
身分証にて本人確認の上、職員からの聞き取り(手戻りない)、システムから必要な申請
書類を出力(書かない)し、内容確認の上、最後に署名のみを行います

見附市「窓口支援システム」の導入

【１月１６日(月)からサービス運用開始】
・９課局／合計234種類の申請書・手続きで運用
(申請書手続き63種類／証明受付53種類／手続き案内118種類)
※住基異動に関連する申請がメインです

システムイメージ
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⑩窓口支援システムから認定請求書を印刷して、内容確認と署名に
より手続完了
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運用イメージ（例）

①発券機から券をとる
②順番が来たら窓口に行き、本人確認。用件を伝える

〇市民生活課共通

証明書発行Ａ

ライフイベント手続（転入/転出/出生/死亡/etc...）Ｂ

の場合

③職員が必要な証明書や内容等をヒアリング

④窓口支援システムから申請書を出力して、市民から
確認・署名をいただく

※ 市で持っている住基システムのデータを利用して申請書を作成

⑤住基システムから発行された証明書を市民に渡す

の場合市民生活課 市民係

③職員が用件をヒアリング(転出入、出生、死亡等のライフイベント)
④ システムでライフイベント異動時に必要となる手続一覧を抽出
⑤手続きごとのガイダンスに従って必要な項目の聞取りを行う

⑥窓口支援システムから異動届を
印刷して、内容確認と署名

⑦手続き案内書を印刷し、
説明、案内する

手続き案内書を持参
こども課(例)へ移動

こども課

⑧手続き案内書から、市民生活課での受付情報をバーコードで呼出
⑨手続きガイダンスに従って必要な項目の聞取りを行う

（ex.児童手当特例給付認定請求書）

※他の部署の手続があれば
再び案内します

これまでは.....

数多くの申請書から選び、
住所、氏名、生年月日、
家族情報など多くの記入が
必要でしたが.....

終了している
手続に〇他課引継ぎ用

バーコード


